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Abstract By the current stud児島 fewquantitative analyses of regional cooperation which is 
proposed at the Japan Comperhensive National Land Development Plan has been 
made. Various individual data are being used， in case of compared with the general 
character of regional cooperation. Therefore， we would like to make a proposal， the 
simple index which indicates the relationship of regional cooperation. 80， we tried 
to apply the method of sociometry to an evaluation of regional interchange. As the 
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計るため国土軸・地域軸の概念と必要性を論じたものとし
て，矢田 1) 森J1 2) 3)，山形 4)などがある.交流・連携によ
る地域圏の再編成や，地域軸を構成することによる地域に








たものに 3 伊藤 12) 板倉 ωなどがある.現在行われてい



































































機能分類など) ~比較対象地域における産業部門 k の従業者数
iv)都市の中心性の分析(昼夜間人口比率，産業別人口 1: bkj :地域Jにおける総従業者数

























































































ここで、今 小売業中心地 j における売場面積
町 Iから j までの交通所要時間
P!/ 1の平均的消費者が j を訪れる確率
なお、 LPij=1である。
4.ソシオメトリーによる集圏構造的分析モデル

































~， 地域 jから地域 1への移動量
P， 地域 Iの通勤・通学人口
(温)隣接行列













































へ交流可能であり， rijが0ならば交流がないことを示して ここで，Co 凝集性の指標
mCg :地域gにおける相互選択数いる.
(vi )連結行列
地域 Vi7Pら地域 Vjの連結性を示した行列を行列 C (連 5.研究対象地域におけるケーススタディ
結行列)で表す.連結行列 Cは到達行列 Rを用いて，以
下により求める 5・1 研究対象地域


























































































































地方名 富山市 高岡市 新湊市 魚津市 氷見市 滑川市 勝山市 鯖江市
富山市 ~ 医)31 2769 2飽1 1例6 4812 。。
高岡市 3210 ~ 特M 7臼 87SO 126 。。
新渡市 1832 4鋭淘 ~ 25 飽1 41 . C 。
魚津市 1お4 84 241 ~、 01 1939 C 。
氷見市 112 1制 92 。~ 0 ・ C 。
滑川市 1912 39 26 捌 3 ~~ C 。
， ~ 
勝山市 。。 。。0 … ~ 12 
鯖江市 。。。。。0 ・ 46三〉
地域J 単位(人)
表-2--常住人口 通勤・通学 当地の従業 当地への 当地からの人口 修学人口 流入人口 流出人口全国 増加率(弘) 3.66 8.83 8.83 25.19 25.19 増加率(覧) 0.42 5.53 5.64 28.30 27目41
富山県 増加市町村数 12 20 21 34 33 
減少市町村数 23 15 14 2 
増加率(百) 2.42 8.55 8.92 36.46 42.11 
石川県 増加市町村数 14 20 18 39 37 
減少市町村数 27 21 23 2 4 
地加率(国) 0.98 4.45 4.74 27.30 25.63 
福井県 増加市町村数 14 20 18 32 32 
」ー・ 濃少市町村数 21 15 17 3 3 



































































































圏 10 - 100 
圏 100 .. 1000 
関 1000 .. 
(a)金沢市
(b)輪島市
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地域間距離 (km)
図-6 地域間距離と作用力の関係図(富山市の例)





































1985年の集団 Gl (大門町，大島町)， G13> G[4>と 1995年
の集団G7を例に取り上げ，市町村の交流の変化を図に示し
たものである.次に，図 9 (a)， (b)はそれぞれ集団構
造分析の結呆の 1985年と 1995年の凝縮交流グラフである園
表 3 北陸3県の集団構成 (1985年)
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(b) 1995年
図 9 北陸3県の凝縮交流グラフ















図-8(a)の G14，(b)の G7であった.これは 1985年の
G1， G13， G14が 1995年では G13から G11，G14へ交流線






































グループ名 関連さ 凝集性 グループ名 隠遼さ 凝集性
G， 4.40 1.10 G， 9.54 0.86 
G'3 4.13 1.38 G7 11.86 0.90 
G14 7.31 1.04 G14 9.08 0.47 
G20 4.10 1.03 G'6 4.75 1.58 
G23，28 2.67 1.33 GI7 6.07 1.01 
G27 3.38 1.13 G24 4.63 1.54 
G31 4.50 1.50 G30 6.50 1.30 
G32 4.67 0.93 G34 2.00 1.00 
G40 4.38 1.46 G38 6.50 1.08 
G46 5.83 1.17 HI85年
4.81 1.24 
G日 2.33 1.17 平均
G5 3.00 1.56 1君事5年
6.11 1.08 

























































































148 愛知工業大学研究報告書，第 37号 B，平成 14年，Vo1.37-B，Mar，2002 
の交流可能性の変遷に関する研究，土木学会論文集
No. 482/TV-22，pp. 47-56， 1994年 1月.
9) 奥山育英，高梨誠:国土軸における交通時間に関する
研究，土木学会第 49 回年次学術講演会 ，TV
470， pp. 940-941，平成6年 9月.
10)奥山育英，高梨誠，橋本貴司:構想、中の国土軸内におけ
る移動時間の比較分析，土木計画学研究講演集



































IV --051， pp. 102-103，平成 13年 10月.
28)古川孝，深井俊英，小池則満:地域連携の評価指標に関
する研究，土木学会中部支部研究発表会講演概要
集，pp. 477-478，平成 14年 3月.
(受理平成14年3月19日)
